
④
○手で剥ぐと、茎の薄皮が一緒にはがれてしまい、茎が茶色に

なってしまうので、丁寧に剥ぐよう指示した。

②

○房づくりは種類によって長さがちがう。今回は藤稔という品種

で園主さんから４ｃｍの長さにし、ジベ処理マーカーを1つ残す

指示があった。

③ ○長さが一定しないので、指につける補助具を活用した。

①

○圃場と駐車場とが離れている場合があり、歩いて圃場まで移

動しなければならない場合がある。先頭と最後尾に事業所のス

タッフが付き、安全確保しながら移動した。

作業名 ブドウの房づくり 作業期間 ５月下旬

圃場位置 笛吹市 作業環境 トイレ：近くのコンビニ

作業･支援内容


